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研究成果の概要（和文）：AYA世代のがん患者のアンメットニーズに対応するためには早期に個別のニーズを把
握し、 多職種で支援を行う必要がある。しかし、国内のAYA世代のがん患者に対する支援体制は十分に確立され
ていない。AYA世代のがん患者を対象にスクリーニングを行うことができれば、早期から症状緩和と心理社会的
支援を行うことが可能となるが、国内で妥当性の検証されたスクリーニングツールは存在しない。そこで、本研
究では、AYA世代がん患者の早期症状緩和と心理社会的支援に役立つスクリーニングツールを開発し、その実施
可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：In order to address the unmet needs of AYA generation cancer patients, it is
 necessary to identify their individual needs at an early stage and provide support in a 
multidisciplinary manner. However, the support system for AYA cancer patients in Japan is not well 
established; screening of AYA cancer patients would enable early symptom relief and psychosocial 
support, but there is no validated screening tool in Japan. A screening tool for for early symptom 
relief and psychosocial support of AYA generation Japanese patients with cancer was developed and 
its feasibility was demonstrated.

研究分野： AYA世代がん患者の心理社会的支援

キーワード： スクリーニング　AYA　思春期・若年成人　がん患者　早期からの緩和ケア　心理社会的支援　 アンメ
ットニーズ　こころサポート

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
AYA世代のがん患者には様々なアンメットニーズが存在しており、このことが適切な医療や支援が提供できない
ことに大きく関連していることが示唆されている。AYA世代のがん患者のアンメットニーズに対応するためには 
早期に個別のニーズを把握し、多職種で対応する必要がある。本研究で開発したAYA世代のがん患者のニーズを
把握するためのスクリーニングツールは、早期からの症状緩和と心理社会的支援に役立つと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

思春期・若年成人（Adolescent and Young Adult：AYA）世代（15～39 歳）は、がんの罹患お

よび死亡率が最も低い世代であり（文献 1、2）、がん対策においてこれまで取り組まれていない

対象であった。しかし、この世代のがんは多様ながん種のため（文献 1）多くの診療科が関わる

ものの、希少なため治療法が未確立であり、AYA 世代が抱える特有の課題への対応が不十分など、

適切な医療や支援が提供できていない可能性があり「第 3期がん対策推進基本計画」において初

めて AYA 世代のがん対策が明記された。 

 これまでに AYA 世代のがん患者には様々なアンメットニーズが存在することが知られており、

このことが適切な医療や支援が提供できないことに大きく関連していることが示唆されている。

2007～2009年に米国で行われたがん診断後 6～14カ月の15～39歳のがん患者を対象としたAYA 

HOPE Study（n=484）では、約 3分の 2の患者が情報に関するアンメットニーズを、約 3分の 1

の患者が支援に関するアンメットニーズを抱えていた。支援に関するアンメットニーズは、経済

面、メンタルヘルス、サポートグループに関することが多く報告された。情報に関するアンメッ

トニーズは健康関連 QOL に影響し（文献 3）、支援に関するアンメットニーズは、健康関連 QOL

に加え、疲労、身体・感情・社会的な機能にも関連していた（文献 4）。 

一方、国内では 2016 年に「総合的な思春期・若年成人（AYA）世代のがん対策の在り方に対する

研究」班が「現在治療中の AYA 世代患者および治療を終了して１年以上経過したがん経験者」を

対象に実施したアンケート調査では、がん患者（n= 207）の悩みの上位項目は、上から順に「今

後の自分の将来のこと」「仕事のこと」「経済的なこと」「診断・治療のこと」「不妊治療や生殖機

能に関する問題」「家族の将来のこと」「後遺症・合併症のこと」「生き方・死に方」「容姿のこと」

「がんの遺伝の可能性について」が挙がった（文献 5）。しかし、これらのアンメットニーズを

早期に拾い上げる方法がないのが現状である。 

このような学術的背景から、AYA 世代のがん患者のアンメットニーズに対応するためには早期

に個別のニーズを把握し、多職種で対応する必要があると考えられた。そこで、AYA 世代のがん

患者のニーズを把握するためのスクリーニング法を開発することが早期からの症状緩和と心理

社会的支援に有用なのではないか、という「問い」に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究は、国内の AYA 世代のがん患者を対象としたスクリーニング法を開発することが目的

である。国内では AYA 世代のがん患者を対象とした支援体制は確立されていないため、スクリー

ニング法を開発することでスクリーニング後のアンメットニーズのトリアージ体制を構築し、

国内の AYA 世代がん患者が抱える特有の課題への早期からの対応や症状緩和を含む適切な医療

や心理社会的支援の提供に役立てることが可能となる。 

 

３．研究の方法 

（１）国内の AYA 世代がん患者を対象とした半構造化面接調査 

【対象】 組織学的に悪性新生物と診断されている 15 歳～39 歳のがん患者 40 名。より網羅的に

内容を抽出するために、年齢が 15-19 歳、20-24 歳、25-29 歳、30-34 歳、35-39 歳のそれぞれの

年齢について性別が均等になるようリクルートを行う。 

【研究のデザイン】 半構造化面接調査 



【調査方法】 

① NCCN®の「Distress Thermometer and Problem List」に関して翻訳および逆翻訳を行い、日

本語版スクリーニングツールを作成する。なお、作成したスクリーニングツールの内容について

NCCN®の承認を得る。 

② インタビューガイド（作成済み）に基づいて面接を行い、各質問項目に対する意味の確認、

表現が理解可能かどうか、追記すべき項目について尋ねる。面接内容はボイスレコーダーに録音

し、録音データをテキストデータ化する。 

【解析方法】 

①テキストデータ化された発言内容を意味のある文ごとに区切る。そして、それぞれの文が「理

解しづらい項目」「追記すべき項目」に該当するかを川喜田(1986)による KJ 法を用いて抽出す

る。また、その数（割合）を算出する。 

② 上記で抽出した各項目に関して、AYA 世代の患者の診療に携わる専門家および AYA 世代のが

ん経験者でレビューを行い、項目の修正と追加項目について検討を行い、全員一致をもって最終

的な項目案の作成を行う。 

 

（２）開発したスクリーニングツールの実施可能性試験 

【対象】 3 か月間に国立がん研究センター中央病院で入院治療を行った AYA 世代のがん患者 

【研究のデザイン】 前向き観察研究 

【調査方法】入院時に AYA 世代のがん患者に開発したスクリーニングツールを用いてスクリー

ニングを行い、ニーズに応じて多職種が介入する。該当患者について、診療録より研究登録番号

に紐づけされた解析対象症例のデータを抽出して、解析用データベースを別途作成してデータ

の解析を実施する。 

（観察項目）カルテ番号、生年月日、性別、研究登録番号、疾患名、病期、治療歴、治療内容、

婚姻状況、子どもの有無、居住形態、就労／就学状況、苦痛のスクリーニング（Distress 

Thermometer: DT）の得点とチェック項目、それに関連した診療、ケア、多職種による支援状況、

スクリーニングの実施日等 

【解析方法】 

上記の観察項目について解析を行う。具体的には、患者背景に関しては、記述統計を用いて解析

を行う。また、入院病棟ごとのスクリーニングシートの実施率（スクリーニングシート実施数／

解析期間中の全 AYA 世代がん患者の入院数）および入院当日の実施率（入院当日のスクリーニン

グシート実施数／解析期間中の全 AYA 世代がん患者の入院数）を算出する。多職種の介入に関し

ては、各専門家の介入割合（実際の介入数／初期フローで専門家の介入を推奨する項目にチェッ

クのある患者数）を算出する。DT の得点に関しては、入院時と退院時について対応のある t 検

定を用いて前後比較する。 

 

４．研究成果 

（１）国内の AYA 世代がん患者を対象とした半構造化面接調査 

① 患者背景 

 40 名の AYA 世代のがん患者が半構造化面接に参加し、男女ともに 20 名ずつ参加した。年齢

は平均 26.7 歳（15～39 歳）であった。参加者のがん種は、骨軟部腫瘍、リンパ腫・血液疾

患、肺がん、乳がん、悪性黒色腫、頭頚部腫瘍、婦人科がん、精巣がん、腎がんであった。ス

テージはⅠ期とⅣ期の割合が多かった。治療状況は、根治治療を目指したものが多く、化学療



法（n=28、70%）、手術（n=19、47.5%）、放射線療法（n=1、2.5%）の順に多かった。就労/就

学中のものが 30 名（75%）であった。配偶者・パートナーをもつものが 13 名（32.5%）、子ど

もを持つものが 9名（22.5%）であった。同居中のものは 36 名（90%）であった。 

 

② 質的内容分析の結果 

 研究参加者は、39 項目のうち 24 項目（62%）について理解しやすいと回答した。「容姿」に

ついて 1名（2.5%）、「動き回ること」について 4名（10%）、「薬物の使用」について 2名

（5%）、「保険/生計」について 6名（15%）、「治療の決断」について 9名（22.5%）が理解し

にくいと回答した。それぞれの項目に関して、日常的に AYA 患者の診療に携わっている専門家

および AYA 世代のがん経験者でレビューを行った。その結果、理解しにくいと回答した５項目

についてそれぞれ「容姿（見た目、外見）」「日々の活動」「処方薬以外の薬の使用」「お金

に関すること（治療費、生活費、保険など）」「治療の選択」に変更することで全員一致し

た。 

 また、追加すべき項目については、「病期・治療の情報」「相談相手／相談環境」「大切な

予定／行事」「医療者との関わり」「親との関わり」「その他の家族との関わり」「家族以外

との関わり」「入院生活」「家族の精神面」「不安」「イライラ」の 11 項目が全員一致で追加

となった。 

 上記の結果から、国内の AYA 世代のがん患者を対象としたスクリーニングツールを開発し、

NCCN®に承認を得た（図１）。 

 

（２）開発したスクリーニングツールの実施可能性試験 

① 実施率 

対象期間内に 251 名の患者のうち 232 名（92.4%）にスクリーニングを実施し、230 名

（91.6%）から回答を得た。初回実施のみのデータでは、140 名の患者のうち 121 名（86.4%）

にスクリーニングを実施し、119 名（85%）から回答を得た。回答しなかった 2名は、それぞれ

せん妄の患者と知的能力が低下している患者であった。実施率は全体、初回実施のみのデータ

ともに先行研究から設定した 65%以上であった。 

② 専門家の介入割合 

 スクリーニングシートのチェック項目とそれに応じた専門家の介入を検討した。回答した患

者のうち、207 名（90%）がなんらかの項目にチェックし、そのうち 45 名（21.7%）が専門家

（担当医を除く）につながった。 

スクリーニング体制が導入される前の 2018 年 1 月 16 日から 4月 15 日までの 3カ月間におけ

る専門家（担当医を除く）の介入割合は 7.5%（201 名中 15 名）であった。一方、本研究での専

門家（担当医を除く）の介入割合は 13.1%（251 名中 33 名）であった。スクリーニング体制が

導入される前後では、有意差は認めなかった（p=0.06）。 

③ 妥当性と関連要因 

スクリーニングシートの妥当性を検討するため関連要因を検討した。子どもがいない患者

は、「子どもとの関わり」にチェックがなかった。また、配偶者やパートナーがいない患者は

「パートナーとの関わり」にチェックがなかった。就労/就学していない患者の中で、2名が

「仕事/学校」にチェックをつけた。その 2名は、もともと就労していたが病気を機に退職せざ

るを得なかった。独居の患者は、家事にチェックがなかった。 

④ 信頼性 



 2 週間の間につけられた次の連続する 2つのチェック項目の有無の間にはそれぞれ正の相関

が認められた：「子どもとの関わり」(r=.787 p<.0001)、「育児」(r=.729, p<.0001)、「子ど

もはできるのか」(r=.412, p<.0001)、「パートナーとの関わり」(r=.498, p<.0001)、「仕事/

学校」(r=.641, p <.0001)、「家事」(r=.763, p <.0001)。これらの項目は、それぞれの内容

が社会的背景に関連しており短期間で変化しにくい項目であることから選択された。 

 

 今回、国内の AYA 世代のがん患者のサポートニーズを把握するためのスクリーニングツール

を開発した。AYA 世代のがん患者への半構造化面接調査や臨床運用の結果から、その実施可能

性と妥当性が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．開発したスクリーニングシート 
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